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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月11日(2019.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のデータビットを少なくとも符号化することによって複数のパリティビットを生成
することと、
　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成することと
、
　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成すること
と、
　ビットの前記第２のシーケンスでビットの前記第１のシーケンスをインターリーブする
ことによって、ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビッ
トの第３のシーケンスを生成することと、
　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成することと
、
　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成することと、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
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【請求項２】
　前記フレームが、変調シンボルの前記シーケンスを含むヘッダを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記データビットの前記少なくとも符号化が、前記データビットの低密度パリティチェ
ック（ＬＤＰＣ）符号化を実行することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なくともパディングすることによっ
てビットの第４のシーケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、前記パリテ
ィビットを生成することが、
　　ビットの前記第４のシーケンスを符号化すること、または
　　ビットの前記第４のシーケンスを低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）符号化するこ
と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ビットの前記第１のシーケンスを符号化することによってビットの第４のシーケンスを
生成することをさらに備える、ここにおいて、ビットの前記第３のシーケンスを生成する
ことが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ビットの前記第２のシーケンスを符号化することによってビットの第４のシーケンスを
生成することをさらに備える、ここにおいて、ビットの前記第３のシーケンスを生成する
ことが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　変調シンボルの前記シーケンスを生成することが、ビットの前記第３のシーケンスの４
位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調を実行することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のデータビットを符号化するための手段を備える複数のパリティビットを生成する
ための手段と、
　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成するための
手段と、
　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成するため
の手段と、
　ビットの前記第２のシーケンスでビットの前記第１のシーケンスをインターリーブする
ことによって、ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビッ
トの第３のシーケンスを生成するための手段と、
　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成するための
手段と、
　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成するための手段と、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と
　を備える、装置。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　変調シンボルのシーケンスを備えるフレームを受信することと、
　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成することと
、ここにおいて、ビットの前記Ｍ個のシーケンスの各々は、データビットに基づく、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成することと
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、ここにおいて、ビットの前記Ｎ個のシーケンスの各々は、パリティビットに基づく、
　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンスを
少なくとも復号することによってデータビットを生成することと
　を備える、方法。
【請求項１０】
　ビットの前記第１のシーケンスを生成することが、変調シンボルの前記シーケンスを復
調することを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ビットの前記第１のシーケンスを生成することが、変調シンボルの前記シーケンスの４
位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）復調を実行することを備える、請求項９に記載の方法
。
【請求項１２】
　ビットの前記第２のシーケンスを生成することが、ビットの前記Ｍ個のシーケンスの最
大比合成（ＭＲＣ）を実行することを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　ビットの前記第３のシーケンスを生成することが、ビットの前記Ｎ個のシーケンスの最
大比合成（ＭＲＣ）を実行することを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　変調シンボルのシーケンスを備えるフレームを受信するための手段と、
　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成するための
手段と、ここにおいて、ビットの前記Ｍ個のシーケンスの各々は、データビットに基づく
、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成するための
手段と、ここにおいて、ビットの前記Ｎ個のシーケンスの各々は、パリティビットに基づ
く、
　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンスを
少なくとも復号することによってデータビットを生成するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１５】
　命令を記憶したコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、コンピュータによって実
行されると、前記コンピュータに、請求項１ないし７または９ないし１３のいずれかに記
載の方法を実行させる、コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
　[00224]　特許請求の範囲は、上記に示された厳密な構成および構成要素に限定されな
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いことを理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において
、特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　複数のデータビットを少なくとも符号化することによって複数のパリティビットを生
成することと、
　　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成すること
と、
　　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成するこ
とと、
　　ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビットの第３の
シーケンスを生成することと、
　　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成すること
と、
　　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成することと
　を行うように構成された処理システムと、
　送信のために前記フレームを出力するように構成されたインターフェースと
　を備える、装置。
［Ｃ２］　前記フレームが、変調シンボルの前記シーケンスを含むヘッダを備える、Ｃ１
に記載の装置。
［Ｃ３］　前記データビットの前記少なくとも符号化が、前記データビットの低密度パリ
ティチェック（ＬＤＰＣ）符号化を実行することを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ４］　前記処理システムが、ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なく
ともパディングすることによってビットの第４のシーケンスを生成するようにさらに構成
された、ここにおいて、前記パリティビットの前記生成が、ビットの前記第４のシーケン
スを符号化することを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ５］　前記処理システムが、ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なく
ともパディングすることによってビットの第４のシーケンスを生成するようにさらに構成
された、ここにおいて、前記パリティビットの前記生成が、ビットの前記第４のシーケン
スの低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）符号化を実行することを備える、Ｃ１に記載の
装置。
［Ｃ６］　ＭがＮとは異なる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］　前記処理システムが、ビットの前記第１のシーケンスを符号化することによっ
てビットの第４のシーケンスを生成するようにさらに構成された、ここにおいて、ビット
の前記第３のシーケンスの前記生成が、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、Ｃ１に
記載の装置。
［Ｃ８］　ビットの前記第１のシーケンスの前記符号化が、ビットの前記第１のシーケン
スのワンタイムパッド暗号化を実行することを備える、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ９］　ビットの前記第１のシーケンスの前記符号化が、ビットの前記第１のシーケン
スのワンタイムパッドスクランブルを実行することを備える、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１０］　前記処理システムが、ビットの前記第２のシーケンスを符号化することによ
ってビットの第４のシーケンスを生成するようにさらに構成された、ここにおいて、ビッ
トの前記第３のシーケンスの前記生成が、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、Ｃ１
に記載の装置。
［Ｃ１１］　ビットの前記第２のシーケンスの前記符号化が、ビットの前記第２のシーケ
ンスのワンタイムパッド暗号化を実行することを備える、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］　ビットの前記第２のシーケンスの前記符号化が、ビットの前記第２のシーケ
ンスのワンタイムパッドスクランブルを実行することを備える、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１３］　ビットの前記第３のシーケンスの前記生成が、ビットの前記第２のシーケン
スでビットの前記第１のシーケンスをインターリーブすることを備える、Ｃ１に記載の装
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置。
［Ｃ１４］　ビットの前記第３のシーケンスの前記生成が、
　ビットの第４のシーケンスを生成するためにビットの前記第１のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの第５のシーケンスを生成するためにビットの前記第２のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの前記第４のシーケンスと前記第５のシーケンスとをインターリーブすることと
　を行うことを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１５］　ビットの前記第３のシーケンスの前記生成が、
　ビットの第４のシーケンスを生成するためにビットの前記第１のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの第５のシーケンスを生成するためにビットの前記第２のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの前記第４のシーケンスと前記第５のシーケンスとをインターリーブすることに
よってビットの第６のシーケンスを生成することと、
　ビットの第７のシーケンスでビットの前記第６のシーケンスをパディングすることと　
を行うことを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１６］　変調シンボルの前記シーケンスの前記生成が、ビットの前記第３のシーケン
スの４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調を実行することを備える、Ｃ１に記載の装
置。
［Ｃ１７］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数のデータビットを少なくとも符号化することによって複数のパリティビットを生成
することと、
　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成することと
、
　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成すること
と、
　ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビットの第３のシ
ーケンスを生成することと、
　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成することと
、
　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成することと、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を備える、方法。
［Ｃ１８］　前記フレームが、変調シンボルの前記シーケンスを含むヘッダを備える、Ｃ
１７に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記データビットの前記少なくとも符号化が、前記データビットの低密度パ
リティチェック（ＬＤＰＣ）符号化を実行することを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２０］　ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なくともパディングする
ことによってビットの第４のシーケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、
前記パリティビットを生成することが、ビットの前記第４のシーケンスを符号化すること
を備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２１］　ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なくともパディングする
ことによってビットの第４のシーケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、
前記パリティビットを生成することが、ビットの前記第４のシーケンスの低密度パリティ
チェック（ＬＤＰＣ）符号化を実行することを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２２］　ＭがＮとは異なる、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２３］　ビットの前記第１のシーケンスを符号化することによってビットの第４のシ
ーケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、ビットの前記第３のシーケンス
を生成することが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、Ｃ１７に記載の方法。
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［Ｃ２４］　ビットの前記第１のシーケンスの前記符号化が、ビットの前記第１のシーケ
ンスのワンタイムパッド暗号化を実行することを備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］　ビットの前記第１のシーケンスの前記符号化が、ビットの前記第１のシーケ
ンスのワンタイムパッドスクランブルを実行することを備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２６］　ビットの前記第２のシーケンスを符号化することによってビットの第４のシ
ーケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、ビットの前記第３のシーケンス
を生成することが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２７］　ビットの前記第２のシーケンスを符号化することが、ビットの前記第２のシ
ーケンスのワンタイムパッド暗号化を実行することを備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］　ビットの前記第２のシーケンスを符号化することが、ビットの前記第２のシ
ーケンスのワンタイムパッドスクランブルを実行することを備える、Ｃ２６に記載の方法
。
［Ｃ２９］　ビットの前記第３のシーケンスを生成することが、ビットの前記第２のシー
ケンスでビットの前記第１のシーケンスをインターリーブすることを備える、Ｃ１７に記
載の方法。
［Ｃ３０］　ビットの前記第３のシーケンスを生成することが、
　ビットの第４のシーケンスを生成するためにビットの前記第１のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの第５のシーケンスを生成するためにビットの前記第２のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの前記第４のシーケンスと前記第５のシーケンスとをインターリーブすることと
　を行うことを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ３１］　ビットの前記第３のシーケンスを生成することが、
　ビットの第４のシーケンスを生成するためにビットの前記第１のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの第５のシーケンスを生成するためにビットの前記第２のシーケンスを符号化す
ることと、
　ビットの前記第４のシーケンスと前記第５のシーケンスとをインターリーブすることに
よってビットの第６のシーケンスを生成することと、
　ビットの第７のシーケンスでビットの前記第６のシーケンスをパディングすることと　
を行うことを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ３２］　変調シンボルの前記シーケンスを生成することが、ビットの前記第３のシー
ケンスの４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調を実行することを備える、Ｃ１７に記
載の方法。
［Ｃ３３］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のデータビットを符号化するための手段を備える複数のパリティビットを生成する
ための手段と、
　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成するための
手段と、
　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成するため
の手段と、
　ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビットの第３のシ
ーケンスを生成するための手段と、
　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成するための
手段と、
　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成するための手段と、
　送信のために前記フレームを出力するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ３４］　前記フレームが、変調シンボルの前記シーケンスを含むヘッダを備える、Ｃ
３３に記載の装置。
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［Ｃ３５］　前記データビットを符号化するための前記手段が、前記データビットの低密
度パリティチェック（ＬＤＰＣ）符号化を実行するための手段を備える、Ｃ３３に記載の
装置。
［Ｃ３６］　ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なくともパディングする
ことによってビットの第４のシーケンスを生成するための手段をさらに備える、ここにお
いて、前記パリティビットを生成するための前記手段が、ビットの前記第４のシーケンス
を符号化するための手段を備える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３７］　ビットの第５のシーケンスで前記データビットを少なくともパディングする
ことによってビットの第４のシーケンスを生成するための手段をさらに備える、ここにお
いて、前記パリティビットを生成するための前記手段が、ビットの前記第４のシーケンス
の低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）符号化を実行するための手段を備える、Ｃ３３に
記載の装置。
［Ｃ３８］　ＭがＮとは異なる、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３９］　ビットの前記第１のシーケンスを符号化するための手段を含むビットの第４
のシーケンスを生成するための手段をさらに備える、ここにおいて、ビットの前記第３の
シーケンスが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４０］　ビットの前記第１のシーケンスを符号化するための前記手段が、ビットの前
記第１のシーケンスのワンタイムパッド暗号化を実行するための手段を備える、Ｃ３９に
記載の装置。
［Ｃ４１］　ビットの前記第１のシーケンスを符号化するための前記手段が、ビットの前
記第１のシーケンスのワンタイムパッドスクランブルを実行するための手段を備える、Ｃ
３９に記載の装置。
［Ｃ４２］　ビットの前記第２のシーケンスを符号化するための手段を含むビットの第４
のシーケンスを生成するための手段をさらに備える、ここにおいて、ビットの前記第３の
シーケンスが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４３］　ビットの前記第２のシーケンスを符号化するための前記手段が、ビットの前
記第２のシーケンスのワンタイムパッド暗号化を実行するための手段を備える、Ｃ４２に
記載の装置。
［Ｃ４４］　ビットの前記第２のシーケンスを符号化するための前記手段が、ビットの前
記第２のシーケンスのワンタイムパッドスクランブルを実行するための手段を備える、Ｃ
４２に記載の装置。
［Ｃ４５］　ビットの前記第３のシーケンスを生成するための前記手段が、ビットの前記
第２のシーケンスでビットの前記第１のシーケンスをインターリーブするための手段を備
える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４６］　ビットの前記第３のシーケンスを生成するための前記手段が、
　ビットの第４のシーケンスを生成するためにビットの前記第１のシーケンスを符号化す
るための手段と、
　ビットの第５のシーケンスを生成するためにビットの前記第２のシーケンスを符号化す
るための手段と、
　ビットの前記第４のシーケンスと前記第５のシーケンスとをインターリーブするための
手段と
　を備える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４７］　ビットの前記第３のシーケンスを生成するための前記手段が、
　ビットの第４のシーケンスを生成するためにビットの前記第１のシーケンスを符号化す
るための手段と、
　ビットの第５のシーケンスを生成するためにビットの前記第２のシーケンスを符号化す
るための手段と、
　ビットの前記第４のシーケンスと前記第５のシーケンスとをインターリーブすることに
よってビットの第６のシーケンスを生成するための手段と、
　ビットの第７のシーケンスでビットの前記第６のシーケンスをパディングするための手
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段と
　を備える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４８］　変調シンボルの前記シーケンスを生成するための前記手段が、ビットの前記
第３のシーケンスの４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調を実行するための手段を備
える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ４９］　コンピュータ可読媒体であって、
　複数のデータビットを少なくとも符号化することによって複数のパリティビットを生成
することと、
　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成することと
、
　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成すること
と、
　ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビットの第３のシ
ーケンスを生成することと、
　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成することと
、
　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成することと、
　送信のために前記フレームを出力することと
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５０］　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　　複数のデータビットを少なくとも符号化することによって複数のパリティビットを生
成することと、
　　前記データビットのＭ回の繰返しを備えるビットの第１のシーケンスを生成すること
と、
　　前記パリティビットのＮ回の繰返しを備えるビットの第２のシーケンスを生成するこ
とと、
　　ビットの前記第１のシーケンスと前記第２のシーケンスとに基づいてビットの第３の
シーケンスを生成することと、
　　ビットの前記第３のシーケンスに基づいて変調シンボルのシーケンスを生成すること
と、
　　変調シンボルの前記シーケンスを備えるフレームを生成することと
　を行うように構成された処理システムと、
　前記少なくとも１つのアンテナを介した送信のために前記フレームを出力するように構
成されたインターフェースと
　を備える、ワイヤレスノード。
［Ｃ５１］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　変調シンボルのシーケンスを備えるフレームを受信することと、
　　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンス
を少なくとも復号することによってデータビットを生成することと
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　を行うように構成された処理システム
　を備える、装置。
［Ｃ５２］　ビットの前記第１のシーケンスの前記生成が、変調シンボルの前記シーケン
スを復調することを備える、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５３］　ビットの前記第１のシーケンスの前記生成が、変調シンボルの前記シーケン
スの４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）復調を実行することを備える、Ｃ５１に記載の
装置。
［Ｃ５４］　前記処理システムが、ビットの前記第１のシーケンスをデインターリーブす
ることによってビットの第４のシーケンスとビットの第５のシーケンスとを生成するよう
にさらに構成された、ここにおいて、ビットの前記Ｍ個のシーケンスが、ビットの前記第
４のシーケンスに基づく、ここにおいて、ビットの前記Ｎ個のシーケンスが、ビットの前
記第５のシーケンスに基づく、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５５］　前記処理システムが、ビットの前記第４のシーケンスを復号することによっ
てビットの第６のシーケンスを生成するようにさらに構成された、ここにおいて、ビット
の前記Ｍ個のシーケンスが、ビットの前記第６のシーケンスに基づく、Ｃ５４に記載の装
置。
［Ｃ５６］　ビットの前記第４のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第４のシーケン
スのワンタイムパッド解読を実行することを備える、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５７］　ビットの前記第４のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第４のシーケン
スのワンタイムパッド逆スクランブルを実行することを備える、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５８］　前記処理システムが、ビットの前記第５のシーケンスを復号することによっ
てビットの第６のシーケンスを生成するようにさらに構成された、ここにおいて、ビット
の前記Ｎ個のシーケンスが、ビットの前記第６のシーケンスに基づく、Ｃ５４に記載の装
置。
［Ｃ５９］　ビットの前記第５のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第５のシーケン
スのワンタイムパッド解読を実行することを備える、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］　ビットの前記第５のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第５のシーケン
スのワンタイムパッド逆スクランブルを実行することを備える、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６１］　前記データビットが、前記フレームのヘッダビットを備える、Ｃ５１に記載
の装置。
［Ｃ６２］　ビットの前記Ｍ個のシーケンスの各々が、データビットに基づく、Ｃ５１に
記載の装置。
［Ｃ６３］　ビットの前記Ｎ個のシーケンスの各々が、パリティビットに基づく、Ｃ５１
に記載の装置。
［Ｃ６４］　ＭがＮとは異なる、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６５］　前記処理システムが、ビットの前記Ｍ個のシーケンスの最大比合成（ＭＲＣ
）を実行することによってビットの前記第２のシーケンスを生成するようにさらに構成さ
れた、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６６］　前記処理システムが、ビットの前記Ｎ個のシーケンスの最大比合成（ＭＲＣ
）を実行することによってビットの前記第３のシーケンスを生成するようにさらに構成さ
れた、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６７］　前記処理システムが、ビットの前記第２のシーケンスにビットの第５のシー
ケンスを付加することによってビットの第４のシーケンスを生成するように構成された、
ここにおいて、前記データビットの前記生成が、ビットの前記第３のシーケンスに基づい
てビットの前記第４のシーケンスを復号することを備える、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６８］　前記データビットの前記生成が、ビットの前記第２のシーケンスの低密度パ
リティチェック（ＬＤＰＣ）復号を実行することを備える、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ６９］　ビットの前記第２のシーケンスが、対数尤度比（ＬＬＲ）ビットを備える、
ここにおいて、ビットの前記第３のシーケンスが、ＬＬＲビットを備える、Ｃ５１に記載
の装置。
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［Ｃ７０］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　変調シンボルのシーケンスを備えるフレームを受信することと、
　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンスを
少なくとも復号することによってデータビットを生成することと
　を備える、方法。
［Ｃ７１］　ビットの前記第１のシーケンスを生成することが、変調シンボルの前記シー
ケンスを復調することを備える、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ７２］　ビットの前記第１のシーケンスを生成することが、変調シンボルの前記シー
ケンスの４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）復調を実行することを備える、Ｃ７０に記
載の方法。
［Ｃ７３］　ビットの前記第１のシーケンスをデインターリーブすることによってビット
の第４のシーケンスとビットの第５のシーケンスとを生成することをさらに備える、ここ
において、ビットの前記Ｍ個のシーケンスが、ビットの前記第４のシーケンスに基づく、
ここにおいて、ビットの前記Ｎ個のシーケンスが、ビットの前記第５のシーケンスに基づ
く、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ７４］　ビットの前記第４のシーケンスを復号することによってビットの第６のシー
ケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、ビットの前記Ｍ個のシーケンスが
、ビットの前記第６のシーケンスに基づく、Ｃ７３に記載の方法。
［Ｃ７５］　ビットの前記第４のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第４のシーケン
スのワンタイムパッド解読を実行することを備える、Ｃ７４に記載の方法。
［Ｃ７６］　ビットの前記第４のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第４のシーケン
スのワンタイムパッド逆スクランブルを実行することを備える、Ｃ７４に記載の方法。
［Ｃ７７］　ビットの前記第５のシーケンスを復号することによってビットの第６のシー
ケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、ビットの前記Ｎ個のシーケンスが
、ビットの前記第６のシーケンスに基づく、Ｃ７３に記載の方法。
［Ｃ７８］　ビットの前記第５のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第５のシーケン
スのワンタイムパッド解読を実行することを備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ７９］　ビットの前記第５のシーケンスの前記復号が、ビットの前記第５のシーケン
スのワンタイムパッド逆スクランブルを実行することを備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ８０］　前記データビットが、前記フレームのヘッダビットを備える、Ｃ７０に記載
の方法。
［Ｃ８１］　ビットの前記Ｍ個のシーケンスの各々が、データビットに基づく、Ｃ７０に
記載の方法。
［Ｃ８２］　ビットの前記Ｎ個のシーケンスの各々が、パリティビットに基づく、Ｃ７０
に記載の方法。
［Ｃ８３］　ＭがＮとは異なる、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ８４］　ビットの前記第２のシーケンスを生成することが、ビットの前記Ｍ個のシー
ケンスの最大比合成（ＭＲＣ）を実行することを備える、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ８５］　ビットの前記第３のシーケンスを生成することが、ビットの前記Ｎ個のシー
ケンスの最大比合成（ＭＲＣ）を実行することを備える、Ｃ７０に記載の方法。
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［Ｃ８６］　ビットの前記第２のシーケンスにビットの第５のシーケンスを付加すること
によってビットの第４のシーケンスを生成することをさらに備える、ここにおいて、前記
データビットを生成することが、ビットの前記第３のシーケンスに基づいてビットの前記
第４のシーケンスを復号することを備える、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ８７］　前記データビットを生成することが、ビットの前記第２のシーケンスの低密
度パリティチェック（ＬＤＰＣ）復号を実行することを備える、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ８８］　ビットの前記第２のシーケンスが、対数尤度比（ＬＬＲ）ビットを備え、ビ
ットの前記第３のシーケンスが、ＬＬＲビットを備える、Ｃ７０に記載の方法。
［Ｃ８９］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　変調シンボルのシーケンスを備えるフレームを受信するための手段と、
　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成するための
手段と、
　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンスを
少なくとも復号することによってデータビットを生成するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ９０］　ビットの前記第１のシーケンスを生成するための前記手段が、変調シンボル
の前記シーケンスを復調するための手段を備える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９１］　ビットの前記第１のシーケンスを生成するための前記手段が、変調シンボル
の前記シーケンスの４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）復調を実行するための手段を備
える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９２］　ビットの前記第１のシーケンスをデインターリーブすることによってビット
の第４のシーケンスとビットの第５のシーケンスとを生成するための手段をさらに備える
、ここにおいて、ビットの前記Ｍ個のシーケンスが、ビットの前記第４のシーケンスに基
づく、ここにおいて、ビットの前記Ｎ個のシーケンスが、ビットの前記第５のシーケンス
に基づく、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９３］　ビットの前記第４のシーケンスを復号するための手段をさらに備える、ここ
において、ビットの前記Ｍ個のシーケンスが、ビットの前記復号された第４のシーケンス
に基づく、Ｃ９２に記載の装置。
［Ｃ９４］　ビットの前記第４のシーケンスを復号するための前記手段が、ビットの前記
第４のシーケンスのワンタイムパッド解読を実行するための手段を備える、Ｃ９３に記載
の装置。
［Ｃ９５］　ビットの前記第４のシーケンスを復号するための前記手段が、ビットの前記
第４のシーケンスのワンタイムパッド逆スクランブルを実行するための手段を備える、Ｃ
９３に記載の装置。
［Ｃ９６］　ビットの前記第５のシーケンスを復号するための手段をさらに備える、ここ
において、ビットの前記Ｎ個のシーケンスが、ビットの前記復号された第５のシーケンス
に基づく、Ｃ９２に記載の装置。
［Ｃ９７］　ビットの前記第５のシーケンスを復号するための前記手段が、ビットの前記
第５のシーケンスのワンタイムパッド解読を実行するための手段を備える、Ｃ９６に記載
の装置。
［Ｃ９８］　ビットの前記第５のシーケンスを復号するための前記手段が、ビットの前記
第５のシーケンスのワンタイムパッド逆スクランブルを実行するための手段を備える、Ｃ
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９６に記載の装置。
［Ｃ９９］　前記データビットが、前記フレームのヘッダビットを備える、Ｃ８９に記載
の装置。
［Ｃ１００］　ビットの前記Ｍ個のシーケンスの各々が、データビットに基づく、Ｃ８９
に記載の装置。
［Ｃ１０１］　ビットの前記Ｎ個のシーケンスの各々が、パリティビットに基づく、Ｃ８
９に記載の装置。
［Ｃ１０２］　ＭがＮとは異なる、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ１０３］　ビットの前記第２のシーケンスを生成するための前記手段が、ビットの前
記Ｍ個のシーケンスの最大比合成（ＭＲＣ）を実行するための手段を備える、Ｃ８９に記
載の装置。
［Ｃ１０４］　ビットの前記第３のシーケンスを生成するための前記手段が、ビットの前
記Ｎ個のシーケンスの最大比合成（ＭＲＣ）を実行するための手段を備える、Ｃ８９に記
載の装置。
［Ｃ１０５］　ビットの前記第２のシーケンスにビットの複数の第５のシーケンスを付加
するための手段を含むビットの第４のシーケンスを生成するための手段をさらに備える、
ここにおいて、前記データビットを生成するための前記手段が、ビットの前記第３のシー
ケンスに基づいてビットの前記第４のシーケンスを復号するための手段を備える、Ｃ８９
に記載の装置。
［Ｃ１０６］　前記データビットを生成するための前記手段が、ビットの前記第２のシー
ケンスの低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）復号を実行するための手段を備える、Ｃ８
９に記載の装置。
［Ｃ１０７］　ビットの前記第２のシーケンスが、対数尤度比（ＬＬＲ）ビットを備え、
ビットの前記第３のシーケンスが、ＬＬＲビットを備える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ１０８］　コンピュータ可読媒体であって、
　変調シンボルのシーケンスを備えるフレームを受信することと、
　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成することと
、
　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンスを
少なくとも復号することによってデータビットを生成することと
　を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０９］　ワイヤレスノードであって、
　少なくとも１つのアンテナと、
　　前記少なくとも１つのアンテナを介して変調シンボルのシーケンスを備えるフレーム
を受信することと、
　　変調シンボルの前記シーケンスに基づいてビットの第１のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＭ個のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記第１のシーケンスに基づいてビットのＮ個のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記Ｍ個のシーケンスに基づいてビットの第２のシーケンスを生成すること
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と、
　　ビットの前記Ｎ個のシーケンスに基づいてビットの第３のシーケンスを生成すること
と、
　　ビットの前記第３のシーケンスに少なくとも基づいてビットの前記第２のシーケンス
を少なくとも復号することによってデータビットを生成することと
　を行うように構成された処理システムと
　を備える、ワイヤレスノード。
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